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はんだ槽中のはんだは、使用していると徐々に含有する成分の割合が変化することが知られ
ています。含有成分の分析には、溶解して分析する湿式化学分析が最も精密ですが時間とコス
トがかかります。一方で簡便に測定できる蛍光X線分析では、測定値のバラつきが問題となって
います。

研究内容

背景・目的

結果・まとめ

令和6年度 試験研究概要

分析試料の冷却時間が分析値へ影響すると
推測し、急冷固化させた試料と徐冷固化させ
た試料ではんだ中の組織や含有成分がどのよ
うに偏析するか、各種装置で観察・分析を行
いました。

試料を徐冷固化すると、融点の高い成分
（銅等）が試料の表面に凝固析出し、成分の
偏析が起きていることが分かりました。
試料を急冷固化させることにより、蛍光X

線分析においても、湿式化学分析と同等の結
果を得ることができました。

研究期間：令和6年度

製造プロセス

図2.定性分析結果
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図1.採取試料外観

徐冷固化試料上面側急冷固化試料上面側

図3.試料断面観察
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